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活 動 名  
団 体 名

安地区まちづくりプランプロジェク
ト「おとなりさん」 

安地区まちづくりプランプロジェクト「おとなりさん」
地   域 広島県広島市 
代 表 者 代表 周藤 明日香 
支援金額 19 万円 

活動概要  

「おとなりさん」は、平日の放課後や休日の子どもたちの居場所作りを主な目的とし、近隣の大学生が運営

スタッフとして活動しています。現在は、広島市安公民館で大学生スタッフと子どもたちがトランプやカルタ

などのゲームや折り紙、工作などをしたり、子どもたちに勉強を教えたりしています。また、子どもたちの経験

活動の場を広げるために、大学生スタッフが設定したテーマをもとにスポーツ大会などのイベントを開催して

います。おとなりさんでは、スタッフと子どもたちとの交流だけでなく、スタッフ同士、子ども同士の交流が行

われているほか、安ふれあい祭りなどへも積極的に参加して、地域との交流も深めています。 
◆実施時期 

2014 年 4 月 1 日～2015 年 3 月 31 日 
広島市安公民館 

◆参加人数 
子どもと大学生スタッフの交流活動…1 日あたり 5～10 名 
母の日キャンペーン…30 名 
父の日キャンペーン…35 名 
12 周年記念イベント…78 名 
動物園イベント…46 名 
ハロウィンイベント…45 名 
公民館祭り…336 名（重複あり） 
スタッフ研修…46 名 
クリスマスイベント…49 名 

参加総人員：665 名 

  

12 周年記念イベント（スポーツ大会） 今年はテレビ番組をテーマに

ゲームを考えました。準備で大変なことがたくさんありましたが、子ども

もスタッフも楽しむことができ、大成功に終わりました。 

動物園イベント スタッフが考えたスタンプラリーを通して、子どもたち

は動物の特徴について学び、好きな動物を見つけることができまし

た。スタッフは責任感を持って、子どもが安全に楽しめるようにまとめる

ことを心がけました。 

公民館祭り テーマは身近な職業でした。今年は、「おとなりさん」が

出店した場所は、位置が分かりやすい場所であったため、前年度より

も多くの子どもが参加してくれて盛り上げることができました。スタッフ

にとって充実した祭りにすることができました。 

スタッフ研修  スタッフ研修を通して、子どもに遊びを楽しんでもらうよ

うにするには、スタッフがどうあるべきかを見直すことができました。 
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◆実施に伴う効果 
 

・イベントや普段の活動を通して、地域の人にも「おとなりさん」の活動について知ってもらえた。地域の
人々から、ボランティアや手伝いの話をいただく機会が多くなり、更に地域の人々との信頼関係を築く
ことができた。 

・保護者の方からも「おとなりさんの活動に積極的に参加させたい」という声を聞く回数が増えた。 
・「おとなりさん」のイベントや活動に参加している子どもの同士の中で、同じクラスの友達を誘って参加

する姿があったため、新しく「おとなりさん」に参加する子どもの人数が増えた。 
・「おとなりさん」のイベントや活動を楽しみに参加してくれる子どもが増えた。 
 

◆苦労した点 
 
・「おとなりさん」は、幼児から小学生を対象としているが小学生の割合が多く、幼児の割合が前年に比

べて少なくなってしまった。 
・活動にゲーム機を持って来ていた子どもがいたため、スタッフが用意した遊具に興味を持たず言葉か

けに困った。スタッフから積極的に遊びに誘ったり、幅広い子どもが楽しめるような遊具をスタッフの中
で考えていくべきであった。 

・2 つの異なる大学の学生が集まって活動を行なっているため、製作を担当するグループ内で意思疎
通がうまくできていないときがあった。 

・公民館祭りなど定員のないイベントで、子どもの人数を想定することが難しかった。 
・子どもが使用した折り紙や絵などが多く残り、整理をする必要があった。 
 

◆今後の課題・発展の方向性 
 

・地域の方に更に「おとなりさん」について知ってもらうために、活動やイベントの様子を紹介するポスタ
ーを掲示し、幼児も「おとなりさん」に興味を持ち、活動に楽しんで参加できる雰囲気づくりをする。 

・活動で起こったトラブルや出来事は、全体で話し合うことでトラブルについて把握し、次に生かせるよう
にする。また、遊びのスキルを上げるためにイベントや活動についての反省なども行なう。 

・スタッフ間で共通意識が持てるようにするために、話し合う機会を増やし活動やイベントの向上につい
て話を深めることが出来るようにする。 

・イベントのリハーサルを丁寧に行い、様々な状況を想定しながら効率よく進めていけるようにする。 
 

◆活動を終えての感想・意見等 
 

頂いた支援金を活動やイベントの製作物で使用する用具の購入に使用させていただきました。活動
やイベントを通して様々な反省が出てきましたが、遊びやイベントの発展に努力し、子どもにとってより充
実した居場所を提供することが出来ました。スタッフや子どもの人数も増えてきているため、安地区中の
多くの幼稚園や小学校で PR 活動に力を入れ、「おとなりさん」を更に発展させていきたいと思います。 

また、「おとなりさん」に加入しているスタッフは全員保育士や小学校の先生を目指しているため、「お
となりさん」を運営する中で学んだことや身に付けた力をこれからの勉強や現場に出た際も生かせるよう
に頑張りたいです。 

ありがとうございました。 
 

 

 


